
https://hokkaido-nosan.or.jp

技術情報誌「農産技術だより」はホームページでもご覧になれます。
https://hokkaido-nosan.or.jp

「農産技術だより」は、生産者拠出（北海道産麦生産流通安定対策事業）を財源に作成しています。
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稲 作

麦 作

も く じ

売れる米を 低コストで 安定生産

めざそう 小麦の 品質向上

適正な 農産物検査の 実施



ご 挨 拶

小野寺 俊 幸

「農産技術だより」の発刊にあたって

農産技術だより第1号 1



「本田の水管理と病害虫防除」

1 はじめに

2 初期生育を高める水管理

⑴ 移植直後の水管理

（図1）

⑵ 分げつ期の水管理
～分げつ発生の適温25℃以上を確保～

図1 移植後の水管理
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（図2）

⑶ 土壌還元（ワキ）対策
～気泡の発生と根の状態を確認～

（図3）

3 不稔軽減に向けた水管理
ぜん れき き かん

⑴ 幼穂形成期～前歴期間の水管理
～まずは幼穂長の確認を～

（写真1）

図2 移植後水管理と初期茎数

図3 土壌還元（ワキ）の診断法
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（図4）

⑵ 冷害危険期の深水管理
～水深20㎝を目標に幼穂を保護～

（写真2）

写真1 幼穂形成期

写真2 正常な花粉（左）と低温障害を受けた花粉（右）

図4 幼穂形成期から冷害危険期までの水管理
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⑶ ケイ酸資材投入による不稔軽減対策

a

（図5）

4 登熟を高める水管理～十分
な土壌水分の確保、落水時期
にも注意～

（写真3、
図7）

図5 ケイ酸資材の追肥による不稔軽減
効果 A

図6 不稔発生に対するケイ酸の作用機作の整理
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（図8）

5 本田における病害対策
⑴ いもち病
ア 伝染源の一掃を！ 余り苗は早期撤去を

（写真4）
イ 葉いもちの早期発見・早期防除

（図8）
① 見歩き調査の開始時期

図7 干ばつと粒重

写真3 土壌水分不足で倒伏した稲

図8 もち米の胴割れ粒発生要因と対応策
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BLASTAM HP

② 調査の方法

（写真5）

○過去にいもち病が発生したほ場
○建物や防風林の陰で風通しの悪いほ場
○葉色が濃く過繁茂な生育をしているほ場

③ 病斑を見つけたらすぐに薬剤散布

ウ 出穂期の基幹防除（穂いもち防除）

図9

エ 薬剤使用上の注意点

写真4 補植用の残り苗から発生したいもち病

写真5 葉いもちの病斑
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MBI D

QoI

（表1）
⑵ ばか苗病

（写真6）

表1 MBI－D剤およびQoI剤
の主な成分

MBI D

QoI

図9 見歩き調査によるモニタリングを利用したいもち病の防除体系

写真6 本田のばか苗病
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⑶ 紋枯病および赤色菌核病（疑似
紋枯症）

ア 紋枯病・赤色菌核病の病徴と被害

（写真7）

（写真8）

イ 薬剤の効果と防除対策の選択

写真7 紋枯病の病斑 写真8 赤色菌核病の病斑

図10 水稲の紋枯病および赤色菌核病の防除対策
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⑷ イネドロオイムシ
ア 本田での防除

（写真9）

イ 薬剤使用上の注意点

⑸ アカヒゲホソミドリカスミカメ

ア 基幹防除と追加防除

表2 紋枯病・赤色菌核病に対する各薬剤処理の効果

a a
a a

F
F
F

F

写真9 イネドロオイムシの食害葉と成虫・幼虫
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（図
3）

F
F

イ 薬剤散布における注意事項

⑹ 農薬散布時のドリフト防止対策

表3 追加防除の判断基準

写真10 アカヒゲホソミドリカスミカメ
の成虫

図11 すくい取り調査を利用した防除体系
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今後の小麦病害虫防除対策

森 明 洋

1 なまぐさ黒穂病

�

� �

⑴ 症状
① （写真1、
2）

（写真3）
②

（写真4、
5） 写真1 穂は草丈が低く剛直

写真2 収穫前の健全穂と発病穂の様子
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③

④
（写真6）

⑵ 病原菌
①

Tilletia controversa
②

T

写真5 乳熟初期にはすでに胞子が充満
し生臭い

写真3 出穂期頃の止葉の黄化

写真6 同一株内での健全穂および発病
穂の混在

写真4 なまぐさ黒穂病に罹病した穂
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caries
T tritici

T foetida
T laevis

⑶ 病原菌の生態

①

（図1）
②

③

⑷ 初発の確認
①

（写
真1）
②

（写真
1、2、3）
③

（写真7）

⑸ 防除対策
①

図1 小麦なまぐさ黒穂病（道内菌：ティレティア・コントロベルサ）の伝染経路
Q A
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②
③
④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

2 赤かび病

DON
DON

DON ppm

⑴ 感染時期

（写真8）
⑵ 防除のタイミング

（図2）

写真7 左：健全子実 右：発病子実

写真8 赤かび病罹病穂（春まき小麦）
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⑶ 散布回数と防除薬剤の選択

DON
（表1）

DON

⑷ 耕種的防除対策

①
②

表1 小麦の赤かび病に対する防除対策

M

B

M

M

DON

M

M

図2 赤かび病防除（1回目）のタイミング

農産技術だより 第1号16



3 葉枯症状（ミクロドキウ
ム・ニバーレ）

（写真9）

M

（表1参照）

写真9 M．ニバーレによる葉枯症

4 うどんこ病

（写真10）

5 赤さび病

（写真11）

6 ムギキモグリバエ

（写真12）

写真10 下葉から上部へ伸展するうどんこ病 写真11 葉に発生した赤さび病菌
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7 ムギクロハモグリバエ

（写真13）

8 アブラムシ類
（写真14）

（写真15）

写真12 白穂（左、中）と食害痕（右） 写真13 幼虫による被害（袋状に食害する）

写真14 ムギクビレアブラムシ

写真15 ムギヒゲナガアブラムシ
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＜少量散布をする場合の留意事項＞

①

②
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